
［成果情報名］水稲有機栽培の栽植密度がコナギ生育と水稲収量に及ぼす影響

［要約］有機質資材散布と水田中耕除草機体系における水稲有機栽培では株間を広くし疎

植にするとコナギが多発生し減収する。一方、株間を狭めた栽培では水稲の田面遮蔽によ

るコナギ抑草効果が得られ雑草害を軽減することができ収量は向上する。
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［背景・ねらい］

水稲有機栽培では、雑草防除、特にコナギ防除が重要な課題である。また、現場ではい

もち病の発生を抑制する目的で株間を広げた疎植栽培が行われているが、雑草対策と収量

確保について課題がある。そこで、有機質資材散布と水田中耕除草機体系による水稲有機

栽培において栽植密度がコナギ生育や水稲収量に及ぼす影響について試験を行い有機栽培

技術の改善推進の基礎資料とする。

［成果の内容・特徴］

１．分げつ期間は水稲の生育量に応じて田面が遮蔽されていく。コナギの乾物重は平均相

対光量子量と正の相関関係が認められる（図１）。密植により平均相対光量子量が低

下するとコナギの乾物重も低下する。

２．幼穂形成始期におけるコナギ乾物重と成熟期のコナギさく果数は、株間を狭め栽植密

度が密になるほど減少する（表１）。

３．株間を狭め栽植密度が密になるほど、穂数、㎡当たり籾数が確保され収量は向上する。

（表２）。

４．株間が広くなるほどコナギが多発生し雑草害により減収する。しかし、株間を狭めて

水稲の田面遮蔽による抑草効果が得られればコナギによる雑草害は軽減される。コナ

ギ抑草の耕種的方法として株間を狭めた栽培は有効であることが示唆される。

［成果の活用面・留意点］

１．本成果は、福島県で有機栽培３年～４年目のほ場にて有機質資材散布（米糠または菜

種油粕 10kg/a）と水田中耕除草機による条間除草体系で「コシヒカリ」を栽培し、葉い

もちと穂いもちの発生が少なかった年次の結果である。ほ場は有機栽培２年目よりコナ

ギが優先して発生し、次いでホタルイがみられる。アゼナなど広葉雑草は少なく、ヒエ

はほ場内に数本散見される程度の発生である。

２．本成果は、いもち病の発生が少ない地域にてコシヒカリの有機栽培におけるコナギ防

除体系体系を組み立てるにあたっての指標となる。



［具体的データ］

表１ 栽植密度とコナギ生育、コナギさく果数

表２ 栽植密度と収量・収量構成要素、いもち病の発生程度

（福島県）
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図１ 平均相対光量子量と幼穂形成始期

のコナギ乾物重の関係（2008年）

注．平均相対光量子量は、条間と株間の中央で田

面から 20cm の高さに光量子量センサー（英弘

精機 ML-020P）を設置し移植41日後から47日後

までの期間の 10 ～ 14 時の毎正時に測定した平

均値。コントロールは裸地。コシヒカリを5月27日

に1株4本手植えし、移植翌日に米糠ペレットを10kg

/a散布、移植30日後に除草ロータの水田中耕除草

機（手押し）による条間除草を実施した。コナギ乾物

重は7月28日調査。凡例は条間(cm)×株間(cm)。

注．2008 年のほ場管理は図１の注釈の通り（2 区制）。

2009 年はコシヒカリを 5 月 26 日に機械移植、移植翌

日に菜種油粕ペレットを 10kg/a 散布、移植 31 日後に

除草ロータの水田中耕除草機（自走式）による条間除草を

実施した（３区制）。幼穂形成始期の調査は 2008 年 7

月 28 日と 2009 年７月 24 日。表中の各年次で同一英文

字間には Tukey 法（5 ％水準）で有意差がないことを

示す。

注．2008 年と 2009 年のほ場管理は図１、表１の注釈の通り。2008 年の施肥は有機アグレット 666
を用い基肥窒素 0.4kg/a、追肥はなし。2009 年の施肥は自作ぼかし肥料（米糠、菜種油粕、魚粕）
を用い基肥窒素 0.3kg/a 施用、追肥はなし。いもち病の発生程度は達観による６段階評価（無、微、
少、中、多、甚）。

精玄米 １穂 ㎡当たり 登熟

年次 重 籾数 籾数 歩合

（株/㎡） （cm） (kg/a) (本/ｍ2) (粒) (×100粒) （％） (ｇ) 葉 穂

2008 8.3 40 21.3 130 95.2 124 82.0 21.4 無 無

11.1 30 28.8 157 98.7 155 82.6 21.4 無 無

16.7 20 40.4 245 85.4 209 82.2 21.7 無 無

33.3 10 47.5 326 83.3 272 83.0 21.8 無 無

2009 11.8 28.3 37.2 214 93.1 199 89.9 21.8 微 微

15.9 20.9 37.7 240 85.3 205 89.2 21.9 微 微

23.5 14.2 48.5 321 83.6 268 90.1 21.8 微 微

穂数
いもち病の
発生程度

千粒重栽植密度・株間

年次 個体数 乾物重

（株/㎡） （cm） （本/ｍ2） （ｇ/ｍ2） （個/ｍ2）

2008 8.3 40 667 a 120.9 a 2881 a
11.1 30 522 b 102.5 b 2858 a
16.7 20 447 c 63.4 ｃ 1138 b
33.3 10 431 c 32.3 ｄ 405 b

2009 11.8 28.3 1044 a 113.7 a -
15.9 20.9 841 a 74.5 b -
23.5 14.2 856 a 36.4 c -

成熟期のコナギ
さく果数

幼穂形成始期のコナギ生育
栽植密度・株間


